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善行は、社会を
照らすともしび。

※
本
会
は
善
行
精
神
の
普
及
と
善
行
の
実
践
を
通
し
て
明
る
い
住
み
よ
い
社
会
環
境
づ
く
り
に
つ
と
め
て
お
り
ま
す
︒
会
員
会
費
と
個
人･

企
業
・
地
方
公
共
団
体
か
ら
の
助
成
金
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
お
り
ま
す
︒
広
く
会
員
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
︒

彰
を
受
賞
さ
れ
、
そ
の
後
も

長
年
に
わ
た
り
善
行
を
継
続

し
、
特
別
善
行
金
章
・
銀
章

表
彰
を
受
け
ら
れ
る
方
々
が

お
ら
れ
ま
す
。

受
賞
者
の
皆
様
の
活
動
に

深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
と
と

も
に
、
本
日
の
受
賞
を
心
か

ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

日
本
善
行
会
は
、
昭
和
十
二

年
に
設
立
さ
れ
、
来
年
は
創

立
九
十
周
年
に
な
り
ま
す
。

激
動
す
る
国
際
情
勢
の
下
、

今
後
の
世
界
や
日
本
の
社
会

の
動
向
は
、
予
断
を
許
さ
な

い
と
こ
ろ
で
す
が
、
温
か
い

思
い
や
り
の
こ
こ
ろ
で
人
に

接
し
、
明
る
く
住
み
や
す
い

社
会
を
作
っ
て
い
く
と
い
う

日
本
善
行
会
の
精
神
は
、
ど

ん
な
世
の
中
に
な
っ
て
も
変

わ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

本
日
、
受
賞
を
受
け
ら
れ

本
日
こ
こ
に
、
令
和
八
年

度
春
季
善
行
表
彰
式
及
び
特

別
善
行
表
彰
式
を
執
り
行
う

に
当
た
り
ま
し
て
、
一
言
ご

挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
た
び
、
受
賞
を
受
け

ら
れ
ま
す
皆
様
は
、
北
は
北

海
道
か
ら
南
は
沖
縄
県
ま

で
、
地
域
社
会
に
お
い
て
、

特
に
顕
著
な
善
行
を
実
践
さ

れ
た
方
々
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
国
を
越
え
て
日
本

の
地
域
社
会
の
た
め
に
善
行

を
行
っ
て
下
さ
っ
た
外
国
の

方
々
、
更
に
、
既
に
善
行
表

祝
電
を

寄
せ
ら
れ
た
方
々

︵
順
不
同
敬
称
略
︶

宮
城
県
知
事　

村
井　

嘉
浩

群
馬
県
知
事　

山
本　

一
太

茨
城
県
知
事　

大
井
川
和
彦

荒
川
区
長　
　

滝
口　
　

学

秩
父
市
長　
　

清
野　

和
彦

柏
市
長　
　
　

太
田　

和
美

島
根
県
大
田
市
長

　
　
　
　
　
　

楫
野　

弘
和

流
山
市
教
育
委
員
会
・

　

教
育
長　
　

吉
田　

瑞
穂

足
立
区
総
務
部
長

　
　
　
　
　
　

松
野　

美
幸

品
川
区
地
域
振
興
部
長

　
　
　
　
　
　

川
島　

淳
成

目
黒
区
教
育
長

　
　
　
　
　
　

高
橋　

和
人

高
知
県
南
国
市

　

教
育
委
員
会
課
長

　
　
　
　
　
　

前
田　

康
喜

日
本
善
行
会
善
行
会
理
事
・

　

福
島
県
支
部
事
務
局
長

　
　
　
　
　
　

山
﨑　

久
夫
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第76回春季善行表彰並びに特別善行表彰式を開催
春季善行個人72名・団体40、特別善行個人・134名表彰

令
和
八
度
春
季
善
行
・
特

別
善
行
表
彰
式
を
、
五
月

十
六
日
︵
土
︶
午
後
一
時
か

ら
明
治
神
宮
参
集
殿
に
お
い

て
、
多
数
の
ご
来
賓
、
本
会

役
員
及
び
全
国
支
部
長
の
出

席
の
下
に
開
催
し
た
。
今
回

の
表
彰
式
は
、
昭
和
二
十
六

年
に
善
行
表
彰
が
開
始
さ
れ

て
か
ら
、
七
十
六
回
目
で
、

七
十
二
名
の
個
人
と
四
十
の

団
体
計
百
十
二
件
が
表
彰
さ

れ
た
。

ま
た
、
特
別
善
行
表
彰
は
、

善
行
表
彰
受
賞
後
も
引
き
続

き
相
当
期
間
、
善
行
活
動
を

継
続
し
て
い
る
方
々
を
対
象

に
し
た
表
彰
で
あ
り
、
そ
の

善
行
活
動
の
実
績
に
よ
り
、

善
行
金
章
と
同
銀
章
が
あ

る
。
今
回
の
受
賞
者
は
、
善

行
金
章
が
四
十
四
名
、
同
銀

章
が
九
十
名
計
百
三
十
四
名

で
あ
っ
た
。

表
彰
式
は
、
国
歌
斉
唱
の

後
、
相
澤
副
会
長
の
「
開
式

の
こ
と
ば
」
で
始
ま
り
、
次

に
、
事
務
局
か
ら
日
本
善
行

会
の
紹
介
の
後
、
勝
野
会
長

が
主
催
者
と
し
て
の
挨
拶
を

行
っ
た
。

善
行
表
彰
受
賞
者
選
考
委

員
会
を
代
表
し
て
、
冨
士
道

正
尋
選
考
委
員
長
か
ら
選
考

経
過
報
告
が
行
わ
れ
た
後
、

受
賞
者
の
表
彰
に
進
ん
だ
。

表
彰
は
、
春
季
善
行
表
彰
か

ら
始
ま
り
、
司
会
者
が
受
賞

者
の
名
前
を
読
み
上
げ
、
各

受
賞
者
は
順
次
ス
テ
ー
ジ
に

上
が
り
、
勝
野
会
長
か
ら
、

表
彰
状
が
授
与
さ
れ
、
得

賞
歌
の
流
れ
る
中
、
参
加
者

の
盛
大
な
拍
手
で
祝
福
さ
れ

た
。特

別
表
彰
善
行
金
章
・
銀

章
の
表
彰
に
移
り
、
善
行
表

彰
と
同
様
、
順
次
勝
野
会
長

か
ら
各
受
賞
者
に
対
し
、
表

彰
状
が
授
与
さ
れ
、
参
加
者

の
拍
手
で
祝
福
さ
れ
た
。

来
賓
の
祝
辞
に
移
り
、
埼

玉
県
秩
父
市
副
市
長
の
引
間

淳
夫
氏
、
前
年
度
特
別
善
行

表
彰
受
賞
者
代
表
の
大
和
英

雄
氏
、
在
日
米
軍
横
田
基
地

第
三
七
四
契
約
中
隊
司
令
ス

コ
ッ
ト
・
Ａ
・
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー

中
佐
が
祝
辞
を
そ
れ
ぞ
れ
述

べ
ら
れ
た
。

祝
電
が
披
露
さ
れ
た
後
、

春
季
受
賞
者
代
表
の
久
保
樹

氏
と
特
別
善
行
表
彰
受
賞
者

代
表
・
善
行
金
章
受
賞
の
四

分
一
明
彦
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
挨

拶
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、
奈

月
れ
い
氏
に
よ
る
「
日
本
善

行
会
の
歌
」
の
紹
介
と
歌
唱

指
導
が
あ
り
、
出
席
者
の
歌

声
が
会
場
に
響
き
渡
っ
た
。

祝
芸
で
は
、
式
町
水
晶
︵
し

き
ま
ち
・
み
ず
き
︶
氏
に
よ

る
バ
イ
オ
リ
ン
の
演
奏
が
披

露
さ
れ
、
障
が
い
の
逆
境
を

乗
り
越
え
た
美
し
い
音
色
に

会
場
全
体
が
大
き
な
感
動
に

包
ま
れ
た
。
高
田
副
会
長
に

よ
る
「
閉
式
の
こ
と
ば
」
が

述
べ
ら
れ
、
式
は
滞
り
な
く

終
了
し
た
。

　
　
　
一
般
社
団
法
人
日
本
善
行
会

会
長
　
勝
　
野
　
堅
　
介

式  辞

ま
す
皆
様
も
、
受
賞
を
契
機

に
、
更
な
る
善
行
を
重
ね
ら

れ
ま
す
よ
う
期
待
い
た
し
て

お
り
ま
す
。
皆
様
の
思
い
や

り
と
奉
仕
の
精
神
に
支
え
ら

れ
た
一
つ
一
つ
の
善
行
が
積

み
重
な
り
、
継
続
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
長
い
間
に
は
大
き

な
輪
と
な
っ
て
広
が
り
、
日

本
を
、
ひ
い
て
は
世
界
を
明

る
く
住
み
よ
い
社
会
と
す
る

原
動
力
に
な
る
も
の
と
確
信

し
て
お
り
ま
す
。

終
わ
り
に
、
本
日
受
賞
さ

れ
ま
す
皆
様
、
並
び
に
ご
列

席
い
た
だ
き
ま
し
た
方
々
の

ご
健
勝
と
、
益
々
の
ご
活
躍

を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
私
の

ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

（1）	 令和8年(2026年)7月1日	 明 る い ニ ュ ー ス 	 第796号
昭和28年12月14日
第3種郵便物認可（　　　　　　　）



　
　
　
　
前
年
度
受
賞
者
代
表
　
前
橋
支
部

大
　
和
　
英
　
雄

　
　
　
　
選
考
委
員
長

冨
士
道
　
正
　
尋

祝  辞

皆
様
、
本
日
は
誠
に
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

選
考
委
員
会
を
代
表
い
た

し
ま
し
て
、
簡
単
に
選
考

の
経
過
を
ご
報
告
申
し
上
げ

ま
す
。

去
る
三
月
十
八
日
、
東
京

都
新
宿
区
の
グ
ラ
ン
ド
ヒ

ル
市
ヶ
谷
会
議
室
に
お
き
ま

し
て
、
春
季
善
行
表
彰
選
考

委
員
会
を
開
催
い
た
し
ま

し
た
。

本
日
、
表
彰
を
お
受
け
に

な
る
皆
様
方
は
、
大
き
く
四

部
門
に
分
け
ら
れ
ま
す
。　

第
一
に
、「
青
少
年
善
行

表
彰
」
で
は
、
青
少
年
に
よ

る
模
範
的
な
善
行
を
称
え
ま

す
。 

第
二
に
、「
緊
急
時
貢

献
表
彰
」
で
は
、
人
命
救
助

や
災
害
対
応
な
ど
に
お
い
て

貢
献
さ
れ
た
方
々
に
栄
誉
を

贈
り
ま
す
。 

第
三
に
、「
国

際
貢
献
表
彰
」
で
は
、
国
際

的
な
人
道
援
助
や
文
化
交
流

に
尽
力
さ
れ
た
方
々
を
対
象

と
し
ま
す
。 

第
四
に
、「
外

国
人
善
行
表
彰
」
で
は
、
日

本
社
会
に
貢
献
さ
れ
た
外

国
人
の
方
々
の
善
行
を
称
え

ま
す
。

こ
れ
ら
多
岐
に
わ
た
る
善

行
を
さ
れ
た
方
々
に
対
し
ま

し
て
、
慎
重
な
審
議
の
結
果
、

青
少
年
善
行
表
彰
、
緊
急
時

貢
献
表
彰
、
国
際
貢
献
表
彰
、

外
国
人
善
行
表
彰
を
合
わ
せ

て
、
七
十
二
名
と
四
十
団
体

の
方
々
が
受
賞
さ
れ
る
こ
と

が
決
定
し
ま
し
た
。

ま
た
、
本
日
ご
受
賞
と
な

る
「
特
別
善
行
表
彰
」
に
つ

き
ま
し
て
も
、
三
月
十
八
日

に
同
じ
会
場
で
開
催
さ
れ
た

選
考
委
員
会
に
よ
り
、
善
行

　
　
　
　
秩
父
市
副
市
長

 

引
　
間
　
淳
　
夫

皆
様
こ
ん
に
ち
は
。
埼
玉

県
秩
父
市
副
市
長
の
引
間
淳

夫
で
ご
ざ
い
ま
す
。

一
般
社
団
法
人　

日
本
善

行
会
「
令
和
八
年
度　

春
季

善
行
・
特
別
善
行
表
彰
式
」

に
あ
た
り
、
お
祝
い
の
ご
あ

い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
度
、
栄
え
あ
る
善
行

表
彰
を
受
賞
さ
れ
た
皆
様
に

心
か
ら
お
祝
い
を
申
し
上
げ

皆
様
、
こ
ん
に
ち
は
。
横

田
基
地
第
三
七
四
契
約
中
隊

司
令
ス
コ
ッ
ト•

シ
ュ
ナ
イ

ダ
ー
中
佐
で
す
。
今
日
、
こ

の
由
緒
あ
る
明
治
神
宮
に
お

い
て
本
年
度
の
善
行
表
彰
受

賞
者
の
皆
さ
ま
を
お
祝
い
す

る
式
典
に
出
席
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
こ
と
を
、
大
変
光
栄

に
存
じ
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ま
す
。

本
日
、
お
集
ま
り
の
受
賞

者
の
皆
様
は
、
様
々
な
分
野
・

地
域
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
か
ら
、
公
共
生
活
へ

の
貢
献
を
は
じ
め
、
事
故
防

止
、
環
境
美
化
、
青
少
年
指

導
や
国
際
貢
献
な
ど
の
活
動

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
来

ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
皆
様
の
善
意
と

お
も
い
や
り
に
あ
ふ
れ
た
活

動
は
、
地
域
社
会
の
模
範
と

な
り
、
活
力
に
満
ち
た
明
る

い
社
会
づ
く
り
に
大
い
に
貢

献
す
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

引
き
続
き
、
皆
様
が
活
動

さ
れ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に

お
い
て
善
行
活
動
を
実
施
さ

れ
る
と
と
も
に
、
善
行
の
輪

を
広
げ
ら
れ
、
明
る
く
住
み

よ
い
社
会
環
境
づ
く
り
に
励

ま
れ
ま
す
よ
う
ご
期
待
を
申

し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
本
市
か
ら
推
薦
し
、

本
日
受
賞
さ
れ
た　

秩
父
第

一
小
学
校
交
通
安
全
自
転
車

チ
ー
ム
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
令
和
七
年
八
月
に
開
催

さ
れ
た
「
第
五
十
七
回
交
通

安
全
こ
ど
も
自
転
車
全
国
大

会
」
に
お
い
て
、
埼
玉
県
代

表
と
し
て
出
場
し
、
団
体
の

部
で
見
事
日
本
一
に
輝
き
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
全
国

大
会
二
連
覇
を
達
成
し
、
そ

の
功
績
を
大
き
く
評
価
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

児
童
た
ち
は
各
種
交
通
安

全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
も
積
極

的
に
参
加
し
て
お
り
、
秩
父

地
域
に
お
け
る
交
通
安
全
意

識
の
向
上
に
貢
献
し
、
皆
が

よ
り
安
全
で
安
心
し
た
生
活

を
送
る
た
め
の
励
み
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

皆
様
、
本
日
は
、
前
年
度

の
受
賞
者
を
代
表
し
て
、
一

言
お
祝
い
の
言
葉
を
申
し
上

げ
ま
す
。

由
緒
あ
る
こ
こ
明
治
神
宮

の
杜
も
、
爽
や
か
な
新
緑
が

美
し
く
映
え
る
季
節
と
な
り

ま
し
た
。
本
日
、
こ
の
よ
う

に
厳
粛
か
つ
盛
大
に
式
典
が

挙
行
さ
れ
ま
し
た
こ
と
を
心

よ
り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
に
は
、
各
地
域
に
お

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で

永
年
に
わ
た
り
諸
々
の
善
行

活
動
を
推
進
さ
れ
、
こ
の
度
、

栄
え
あ
る
賞
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
こ
と
、
誠
に
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
心
よ
り
お

祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
不
肖
私
も
昨
年
の

春
、
こ
の
会
場
に
お
い
て
、

特
別
善
行
金
章
を
戴
き
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
わ
が
人
生
に

と
っ
て
大
変
栄
誉
な
こ
と
で

あ
り
、
心
か
ら
感
謝
致
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

私
は
、
既
に
八
十
路
半
ば

近
く
に
至
っ
て
お
り
ま
す

が
、
今
は
亡
き
両
親
か
ら
、

幼
少
の
こ
ろ
よ
り
、
モ
ラ
ル

や
マ
ナ
ー
、
そ
し
て
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
大
切
さ
な
ど
を
教

え
ら
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

困
っ
て
い
る
人
へ
の
ち
ょ
っ

児
童
た
ち
の
活
躍
は
、
秩
父

市
が
「
交
通
安
全
都
市
」
の

宣
言
を
す
る
き
っ
か
け
と
な

り
、
市
民
一
人
一
人
が
交
通

ル
ー
ル
を
守
り
、
交
通
事
故

の
な
い
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
す
た
め
の
重
要
な
一

歩
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
度
の
受
賞
は
秩
父
市

に
お
き
ま
し
て
も
大
き
な
誇

り
で
あ
り
、
改
め
て
、
感
謝

を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、

今
後
と
も
交
通
事
故
防
止
の

面
に
お
い
て
、
お
力
添
え
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
一
般
社
団
法
人

　

日
本
善
行
会
の
ま
す
ま
す

の
ご
発
展
を
祈
念
す
る
と
と

も
に
、
本
日
ご
臨
席
の
皆
様

の
さ
ら
な
る
ご
活
躍
と
ご
健

勝
を
祈
念
申
し
上
げ
、
お
祝

い
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま

す
。

と
し
た
手
助
け
や
ゴ
ミ
を
拾

う
こ
と
な
ど
、
ご
く
自
然
に

行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

成
人
し
て
か
ら
は
、
警
察

官
の
道
を
選
び
、
退
職
後
も

「
世
の
た
め
人
の
た
め
」
に

な
る
こ
と
を
し
よ
う
と
思

い
、
時
の
犯
罪
や
事
故
の
発

生
状
況
に
鑑
み
、
特
殊
詐
欺

や
交
通
事
故
、
薬
物
乱
用
な

ど
、
生
活
の
中
に
潜
む
危
険

を
「
落
語
調
の
小
噺
」
に
ア

レ
ン
ジ
し
、
公
民
館
や
老
人

福
祉
施
設
な
ど
を
訪
問
し
て

身
近
な
啓
発
活
動
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。

私
自
身
、
こ
の
活
動
を
通

し
て
、
地
域
の
皆
様
と
の
連

携
の
大
切
さ
を
学
び
、
さ
ら

に
広
が
る
善
行
の
輪
を
支
え

る
努
力
を
続
け
て
ま
い
り
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
善
行

精
神
の
輪
を
広
げ
、
次
世
代

を
担
う
子
供
た
ち
や
地
域
社

会
へ
の
貢
献
を
、
体
の
許
す

限
り
続
け
て
ま
い
る
所
存
で

　
選
考
経
過
報
告
　

あ
り
ま
す
。

さ
て
、
最
近
の
社
会
情
勢

を
見
渡
し
ま
す
と
、
様
々
な

課
題
が
続
く
中
、
人
と
人
と

の
支
え
合
い
の
大
切
さ
が
改

め
て
感
じ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
歩
み
の
陰
に
は
、

ご
家
族
の
支
え
が
あ
る
こ
と

も
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

皆
様
の
姿
は
、
ご
家
族
に
と
っ

て
も
誇
り
で
あ
り
、
そ
の
想

い
は
き
っ
と
次
世
代
へ
と
受

け
継
が
れ
て
い
く
も
の
と
確

信
し
て
お
り
ま
す
。

ど
う
か
今
後
と
も
、
ご
健

康
に
は
十
分
に
留
意
さ
れ
、

無
理
の
な
い
範
囲
で
ご
活
躍

く
だ
さ
い
。
本
日
の
受
賞
が

さ
ら
な
る
一
歩
と
な
り
ま
す

こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

終
わ
り
に
、
日
本
善
行
会
の

益
々
の
ご
発
展
と
、
皆
様
の
ご

多
幸
、
ご
健
勝
を
お
祈
り
し
、

私
の
祝
辞
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
本
日
は
誠
に
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

金
章
四
十
四
名
、
善
行
銀
章

九
十
名
の
方
々
が
選
ば
れ
ま

し
た
。

い
ず
れ
の
善
行
も
、
地
域

に
お
い
て
、「
世
の
た
め
、
人

の
た
め
」
に
尽
く
さ
れ
、
他

の
模
範
と
な
る
も
の
ば
か
り

で
ご
ざ
い
ま
す
。

本
日
ご
受
賞
さ
れ
る
皆
様

に
は
、
心
よ
り
敬
意
を
表
し

ま
す
と
と
も
に
、
今
後
も
健

康
に
ご
留
意
い
た
だ
き
な
が

ら
、
社
会
の
一
隅
を
照
ら
す

灯
火
と
し
て
、
日
本
善
行
会

の
明
る
い
社
会
環
境
づ
く
り

運
動
に
お
力
添
え
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

簡
単
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
、
選
考
委
員
会
を
代
表
し
、

選
考
の
経
過
を
ご
報
告
申
し

上
げ
ま
し
た
。

ア
精
神
を
体
現
し
、
よ
り
良

い
社
会
づ
く
り
に
大
き
く
寄

与
し
て
来
ら
れ
た
多
く
の

方
々
に
加
わ
り
、
今
年
度
、

横
田
基
地
か
ら
五
名
が
、
奉

仕
活
動
を
通
じ
て
地
域
社
会

に
貢
献
し
た
と
し
て
表
彰
い

た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
賞
の
授
与
に
あ
た
り
、

個
人
は
単
に
少
数
の
人
々
に

影
響
を
与
え
た
だ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
今
日
こ
こ
に
お

集
ま
り
の
受
賞
者
の
皆
さ
ま

は
、
純
粋
な
無
私
無
欲
の
精

神
と
寛
大
さ
を
も
っ
て
、
他

者
の
助
け
と
な
る
た
め
に
、

自
ら
多
く
の
時
間
を
捧
げ
て

こ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
よ
う

な
努
力
に
は
自
己
犠
牲
を
伴

い
ま
す
。
し
か
し
、
皆
さ
ま

は
そ
れ
を
厭
う
こ
と
な
く
、

善
意
を
貫
き
、
善
行
を
重
ね

て
参
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は

ま
さ
に
、
一
人
ひ
と
り
の
心

の
温
か
さ
と
人
格
の
素
晴
ら

し
さ
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
心
は
、
明
治
神
宮
の

精
神
に
深
く
共
鳴
す
る
も
の

で
す
。
そ
れ
と
い
う
の
も
、

私
た
ち
を
取
り
囲
ん
で
い
る

こ
の
「
神
宮
の
杜
」
が
、
日

本
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
に

よ
っ
て
作
ら
れ
た
森
だ
か
ら

で
す
。
か
つ
て
、
ま
さ
に
こ

の
地
に
、
十
二
万
本
も
の
献

木
が
全
国
か
ら
集
め
ら
れ
、

植
樹
さ
れ
ま
し
た
。
献
木
の

苗
木
は
、
時
を
経
て
、
今
日

私
た
ち
が
目
に
し
て
い
る
豊

か
な
森
へ
と
成
長
し
ま
し
た
。

本
日
、
善
行
表
彰
を
授
与
さ

れ
る
皆
さ
ま
も
、
こ
れ
ま
で

支
援
し
て
き
た
人
々
に
、
人

間
愛
と
思
い
や
り
の
種
を
植

え
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
幸
運

に
も
、
日
本
を
“
第
二
の
ふ

る
さ
と
”
と
呼
ぶ
こ
と
の
で

き
る
軍
関
係
者
の
一
人
と
し

て
、
そ
れ
ら
の
種
が
、
日
本

そ
し
て
世
界
を
よ
り
良
い
社

会
へ
と
花
開
か
せ
る
姿
を
目

に
で
き
る
こ
と
を
光
栄
に
思

い
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
実
り

こ
そ
、
私
た
ち
が
残
し
て
い

く
遺
産
で
あ
り
ま
す
。

本
日
の
受
賞
者
の
皆
さ
ま
、

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
こ
の
賞
は
、
皆
さ
ま
が

手
を
差
し
伸
べ
た
方
々
の
笑

顔
そ
の
も
の
を
表
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
の
行
い
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、

こ
れ
か
ら
も
献
身
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

皆
様
の
努
力
が
、
真
の
人

道
的
支
援
の
実
践
者
と
し
て

次
世
代
の
手
本
と
な
り
、
そ

の
献
身
的
な
活
動
の
足
跡
に
、

人
々
の
善
行
の
輪
が
広
が
っ

て
い
く
こ
と
を
心
か
ら
願
っ

て
お
り
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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本
日
、
こ
の
度
は
栄
え
あ

る
令
和
八
年
度
春
季
善
行
表

彰
を
い
た
だ
き
、
大
変
う
れ

し
く
思
い
ま
す
。
受
賞
者
を

代
表
し
、
日
本
善
行
会
の
皆

様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

私
は
小
学
生
の
頃
か
ら
里

神
楽
ク
ラ
ブ
に
参
加
し
て
き

ま
し
た
。
最
初
は
見
よ
う
見

ま
ね
で
し
た
が
、
神
楽
の
持

つ
独
特
の
響
き
の
美
し
さ
に

　
　
　
　
春
季
善
行
表
彰
　
受
賞
者
代
表久

　
保
　
　
樹

　
　
　
　
特
別
善
行
表
彰
　
受
賞
者
代
表

東
京
都
板
橋
区
　
四
分
一
　
明
　
彦

答  辞 答  辞新
緑
が
目
に
沁
み
る
今

日
、
明
治
神
宮
参
集
殿
に
お

い
て
、
春
季
善
行
表
彰
な
ら

び
に
特
別
善
行
表
彰
の
栄
に

浴
し
、
受
賞
者
を
代
表
し
て
、

感
謝
と
御
礼
の
ご
挨
拶
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

私
は
、
四
十
三
年
前
よ
り

中
学
生
、
三
十
六
年
前
よ
り

大
学
生
の
野
球
を
通
し
た
青

少
年
育
成
に
携
わ
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。
中
学
生
に
は
生

活
指
導
・
進
路
指
導
等
を
、

大
学
生
に
は
人
生
相
談
や
就

職
の
支
援
を
行
い
、
野
球
を

通
し
て
仲
間
の
大
切
さ
や

絆
、
人
間
関
係
を
学
び
、
若

者
た
ち
が
実
社
会
で
力
強
く

羽
ば
た
い
て
く
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
、
共
に
汗
を
流
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
活
動
を
今
日
ま

で
続
け
て
こ
ら
れ
た
の
も
、

家
族
の
理
解
、
そ
し
て
諸
先

輩
方
や
周
囲
の
皆
様
の
ご
指

導
・
ご
協
力
が
あ
っ
た
か
ら

こ
そ
と
、
深
く
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。

ま
た
、
地
域
に
お
き
ま
し

て
は
、
悲
惨
な
交
通
事
故

を
少
し
で
も
無
く
す
べ
く
、

﹃
地
域
交
通
安
全
活
動
推
進

委
員
﹄
と
し
て
、
交
通
事
故

撲
滅
の
啓
発
活
動
に
努
め
て

お
り
ま
す
。
先
日
も
警
察
官

二
名
が
重
傷
を
負
う
と
い
う

痛
ま
し
い
事
故
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
う
し
た
悲
劇
を
繰
り

返
さ
ぬ
よ
う
、
地
域
と
協
力

し
、
地
域
社
会
の
安
全
・
安

心
を
見
守
っ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

﹃
忠
恕
の
心
﹄を
忘
れ
ず
に
、

善
行
は
「
し
て
い
る
」
の
で

は
な
く
、「
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
る
」
こ
と
を
肝
に
銘
じ
、

こ
れ
か
ら
も
精
進
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
、
板
橋
支
部
と
し
て
、

善
行
表
彰
以
外
で
も
地
域
に
な

に
か
貢
献
で
き
る
こ
と
が
な
い

か
と
模
索
し
て
お
り
ま
す
。

結
び
に
日
本
善
行
会
の

益
々
の
ご
発
展
と
本
日
ご
出

席
の
皆
様
の
ご
健
勝
を
祈
念

い
た
し
ま
し
て
、
受
賞
者
を

代
表
し
、
感
謝
と
御
礼
の
言

葉
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
本
日
は
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

支
部
だ
よ
り

支
部
だ
よ
り

新
宿
支
部

第
二
十
四
回
善
行
会
杯
・

少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会
・

優
勝
決
定
戦

新
宿
支
部
長

　
前
田
　
哲
也

令
和
七
年
九
月
~
十
月
に

新
宿
区
内
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

て
優
勝
決
定
戦
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
今
大
会
は
暑
さ
対

策
で
開
始
時
間
を
遅
ら
せ
て

夕
方
以
降
も
試
合
を
行
い
ナ

イ
タ
ー
照
明
を
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
高
温
注
意
報

に
よ
る
延
期
に
は
な
ら
ず
順

調
に
進
み
決
勝
戦
を
迎
え
ら

れ
ま
し
た
。

小
学
生
一
・
二
年
生
の
試
合

は
全
人
工
芝
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

春
季
善
行
表
彰

︵
公
共
生
活
へ
の
貢
献
︶

を
受
賞
し
て

千
葉
県
　
高
田
　
竜
成

大
学
四
年
生
の
時
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
募
集
を
き
っ
か
け

に
、
地
域
活
動
に
関
わ
り
始

め
た
。
千
葉
県
柏
市
の
明
原

町
会
や
豊
四
季
台
地
域
で
、

企
画
運
営
、
広
報
物
の
制
作
、

空
間
演
出
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
発
信
な

ど
を
行
っ
て
い
る
。

明
原
町
会
で
は
、
夏
祭
り

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
や
子
ど
も

向
け
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
防

災
訓
練
、
ピ
ク
ニ
ッ
ク
イ
ベ

を
使
用
出
来
ま
し
た
。
出
場

二
十
八
チ
ー
ム
に
、
選
手
約

三
百
五
十
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

見
学
者
は
、
予
選
と
決
勝

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
を
併
せ
て
延

べ
五
千
名
が
来
場
し
ま
し
た
。

多
少
は
わ
が
子
が
成
長
す
る

姿
に
大
声
が
出
ま
す
が
、
マ

ナ
ー
も
よ
く
相
手

チ
ー
ム
へ
も
拍
手

す
る
姿
勢
は
素
晴

ら
し
か
っ
た
で
す
。

表
彰
式
に
は

三
百
名
以
上
が
集

ま
り
善
行
会
杯
の

人
気
の
高
さ
が
感

じ
ら
れ
ま
し
た
。

新
宿
支
部
長
か
ら

表
彰
状
と
ト
ロ

フ
ィ
ー
が
渡
さ
れ
、

集
合
写
真
も
撮
影

出
来
て
素
敵
な
第

二
十
四
回
善
行
会

杯
大
会
に
な
り
ま

し
た
。
副
賞
は
新

宿
区
内
に
本
社
が

あ
る
イ
ヨ
シ
コ
ー

ラ
か
ら
商
品
提
供

ン
ト
、
ロ
ゴ
公
募
な
ど
を
通

じ
て
、
こ
ど
も
や
若
い
世
代

が
地
域
に
関
わ
る
き
っ
か
け

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
き

た
。
ま
た
、
豊
四
季
台
地
域

ふ
る
さ
と
協
議
会
で
は
「
地

域
デ
ザ
イ
ン
室
」
の
立
ち
上

げ
に
関
わ
り
、
地
域
行
事
の

刷
新
や
こ
ど
も
の
居
場
所
づ

く
り
、
関
係
者
へ
の
ヒ
ア
リ

ン
グ
を
進
め
て
い
る
。

た
だ
、私
は
こ
れ
ら
を
「
善

い
行
い
」
だ
と
は
あ
ま
り

思
っ
て
い
な
い
。
誰
か
の
た

め
に
自
分
の
時
間
を
犠
牲
に

し
て
い
る
と
い
う
感
覚
も
な

い
。
む
し
ろ
、
自
分
が
一
番

楽
し
い
と
思
っ
て
い
る
。
奉

仕
す
る
側
と
さ
れ
る
側
に
分

け
る
考
え
方
は
、
少
し
前
時

代
的
か
も
し
れ
な
い
。

自
分
が
楽
し
い
こ
と
を
続

け
る
。
そ
の
楽
し
さ
が
ま
ち

に
あ
ふ
れ
た
先
に
、
結
果
と

し
て
「
善
い
ま
ち
」
が
つ
く

ら
れ
て
い
く
の
だ
と
思
う
。

魅
了
さ
れ
、
夢
中
で
練
習
に

励
ん
で
き
ま
し
た
。
小
学
校

を
卒
業
し
た
後
も
、
少
し
で

も
後
輩
た
ち
の
力
に
な
り
た

い
と
考
え
、
ク
ラ
ブ
に
残
り
、

教
え
る
立
場
と
し
て
参
加
を

続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。

現
在
は
、
成
増
里
神
楽
保

存
会
の
一
員
と
し
て
、
笛
方

を
務
め
て
お
り
ま
す
。
保
存

会
の
先
輩
方
か
ら
、
祭
囃
子

の
笛
や
太
鼓
の
技
術
だ
け
で

な
く
、
地
域
に
根
付
く
伝
統

を
守
る
心
の
在
り
方
を
学
ん

で
い
ま
す
。
一
歩
ず
つ
で
は

あ
り
ま
す
が
、
着
実
に
力
を

つ
け
、
様
々
な
行
事
に
参
加

で
き
る
こ
と
に
や
り
が
い
を

感
じ
て
い
ま
す
。

私
の
曾
祖
父
、
そ
し
て
祖

父
も
、
こ
の
保
存
会
の
メ
ン

バ
ー
と
し
て
活
動
し
て
お
り

ま
し
た
。
幼
い
頃
か
ら
身

近
に
あ
っ
た
里
神
楽
の
音
色

は
、
私
に
と
っ
て
家
族
の
絆

そ
の
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。

昨
今
、
郷
土
芸
能
の
継
承
者

不
足
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
私
は
こ
の
大
切
な
文

化
を
絶
や
す
こ
と
な
く
、
次

の
世
代
へ
と
繋
い
で
い
く

責
任
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
、
ご
指
導

い
た
だ
く
皆
様
へ
の
感
謝
を

忘
れ
ず
、
郷
土
の
誇
り
で
あ

る
成
増
里
神
楽
を
さ
ら
に
磨

き
上
げ
、
積
極
的
に
活
動
し

て
ま
い
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
本

日
の
表
彰
を
糧
に
、
こ
れ
か

ら
も
地
域
社
会
の
一
員
と
し

て
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
を

精
一
杯
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。
簡
単
で
は
ご
ざ
い
ま

す
が
、
こ
れ
を
も
っ
て
御
礼

の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
本
日
は
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

が
あ
り
、
一
位
か
ら
四
位
の

チ
ー
ム
に
各
一
ケ
ー
ス
を
ご

提
供
く
だ
さ
い
ま
し
て
参
加

者
に
大
変
喜
ば
れ
ま
し
た
。

令
和
八
年
二
月
か
ら
は
善

行
会
杯
・
中
学
生
サ
ッ
カ
ー

新
人
戦
大
会
が
始
ま
り
ま
し

た
。
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。
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昭和28年12月14日
第3種郵便物認可（　　　　　　　）

日
本
善
行
会
と
私
　
第
一
回

勝
野
　
堅
介

創
立
八
十
周
年
の
思
い
出

平
成
二
十
四
年
の
春
に
当

時
の
川
村
皓
章
日
本
善
行
会

会
長
か
ら
、
善
行
会
に
加
わ
っ

て
そ
の
活
動
の
手
伝
い
等
を

す
る
よ
う
頼
ま
れ
ま
し
た
。

そ
の
年
は
創
立
七
五
周
年

に
あ
た
り
、
六
月
に
記
念
式

典
と
祝
賀
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。
悪
性
腫
瘍
の
手
術
を

行
っ
て
退
院
し
た
当
日
で
し

た
が
、
私
も
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
長
い
善
行
会
の
歴

史
に
思
い
を
は
せ
ま
し
た
。

翌
平
成
二
十
五
年
の
六
月

の
総
会
で
理
事
に
選
任
さ
れ
、

早
速
四
年
後
の
創
立
八
〇
周

年
に
向
け
て
準
備
を
進
め
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

日
本
善
行
会
の
発
足
以
来

の
歴
史
を
ま
と
め
た
「
八
十

年
の
歩
み
」
を
発
行
す
る
こ

と
に
な
り
、
石
毛
利
雄
理
事

が
編
集
委
員
長
と
な
っ
て
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
編
集
作
業
が
進
め

ら
れ
ま
し
た
。
私
も
編
集
委

員
と
し
て
定
期
的
な
編
集
委

員
会
に
参
加
し
、
石
毛
委
員

長
や
小
島
事
務
局
長
と
と
も

に
作
業
に
加
わ
り
ま
し
た
。

全
国
の
支
部
長
か
ら
支
部

紹
介
の
原
稿
を
い
た
だ
く
な

ど
、
多
く
の
方
々
の
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
全
部
で

百
六
十
ペ
ー
ジ
の
記
念
誌

「
八
十
年
の
あ
ゆ
み
」
を
式
典

に
合
わ
せ
て
発
行
す
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

こ
の
作
業
を
通
じ
て
改
め
て

発
足
か
ら
の
日
本
善
行
会
の
歴

史
や
善
行
会
の
当
時
の
各
支
部

の
状
況
に
つ
い
て
詳
し
く
知
る

80 周年記念式典
新宿支部 サッカー部

80 周年記念誌編集会議 記念のネクタイ 80 年のあゆみ

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

記
念
品
と
し
て
男
性
向
け

に
は
ネ
ク
タ
イ
が
桐
生
支
部

の
ご
尽
力
に
よ
り
作
ら
れ
、

女
性
向
け
に
は
山
下
副
会
長

の
ご
協
力
に
よ
っ
て
ス
カ
ー

フ
が
準
備
さ
れ
ま
し
た
。

今
で
も
私
は
大
き
な
行
事

の
際
に
は
、
こ
の
時
の
ネ
ク

タ
イ
を
締
め
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。

そ
し
て
、
平
成
二
十
九
年

六
月
二
十
七
日
午
後
グ
ラ
ン

ド
ヒ
ル
市
ヶ
谷
に
お
い
て
盛

大
に
記
念
式
典
と
祝
賀
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

来
年
は
、
日
本
善
行
会
は

創
立
九
十
周
年
を
迎
え
ま

す
。
八
十
周
年
の
時
ほ
ど
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
様
々
な

記
念
事
業
等
を
実
施
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

︵「
八
十
年
の
あ
ゆ
み
」︶
は
、

ま
だ
在
庫
が
あ
り
ま
す
。
ご

希
望
が
あ
れ
ば
お
送
り
し
ま

す
の
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。︶



協
賛
広
告

総
会
で

　
議
決
さ
れ
た

議
案
の
内
容

〇
決
議
事
項

第
一
号
議
案
　

令
和
七
年
度
事
業
報
告
及
び

決
算
報
告
の
承
認
の
件

令
和
七
年
度
事
業
報
告
で

は
、
令
和
七
年
度
事
業
計
画

に
盛
ら
れ
た
春
秋
の
善
行
表

彰
を
初
め
と
す
る
各
事
業
を

滞
り
な
く
実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
、
決
算
報
告
に
お
い

て
は
、
前
年
度
に
比
較
し
、

受
取
会
費
（
会
費
収
入
）
が

五
十
万
円
増
、
寄
付
金
収
入

が
二
百
万
円
増
と
な
り
、
経

常
収
益
は
二
百
三
十
九
万
円

増
の
千
七
百
十
八
万
円
と
な

り
ま
し
た
。

支
出
の
部
で
は
、
事
務
局

長
の
業
務
引
継
期
間
の
終
了

等
に
よ
り
事
業
費
人
件
費
が

百
三
十
二
万
円
減
、
褒
章
費

は
メ
ダ
ル
や
バ
ッ
ジ
の
購
入

済
の
効
果
に
よ
り
八
十
四
万

円
減
、
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
の

隔
月
発
行
等
に
よ
り
通
信
運

搬
費
が
七
十
七
万
円
減
、
他

方
、
消
耗
品
費
や
印
刷
製
本

費
が
増
加
し
、事
業
費
合
計
は
、

前
年
度
に
対
し
、
二
百
六
十
万

円
減
の
千
九
百
六
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

以
上
の
収
益
と
費
用
の
結

果
、
令
和
七
年
度
は
、
前
年

度
比
較
で
収
支
が
五
百
五
万

一
般
社
団
法
人
日
本
善
行

会
は
、
令
和
八
年
六
月
十
九

日
︵
金
︶
グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル
市
ヶ

谷
会
議
室
︵
東
京
都
新
宿
区
︶

に
お
い
て
、
令
和
八
年
度
定

時
総
会
を
開
催
し
た
。

勝
野
会
長
の
挨
拶
の
後
、

議
長
に
山
下
純
雲
子
副
会
長

が
選
出
さ
れ
、
議
事
に
入
っ

た
。第

一
号
議
案
「
令
和
七
年

度
事
業
報
告
及
び
収
支
決
算

報
告
の
承
認
の
件
」
に
つ
い

て
、
事
務
局
か
ら
議
案
内
容

の
説
明
、
浦
野
監
事
か
ら
監

査
結
果
の
報
告
が
あ
っ
た

後
、
審
議
に
入
り
、
質
疑
の

後
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ

た
。
続
い
て
、
第
二
号
議
案

「
定
款
一
部
改
正
の
件
」
が

令
和
八
年
度
定
時
総
会
を
開
催

　
―

令
和
七
年
度
事
業
・
決
算
報
告
を
承
認
、
新
役
員
を
決
定

―

諮
ら
れ
、
原
案
ど
お
り
可
決

さ
れ
た
。
最
後
に
第
三
号
議

案
と
し
て
、「
次
期
役
員
候

補
選
任
の
件
」
が
諮
ら
れ
、

原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
た
。

報
告
事
項
と
し
て
、
事
業

年
度
開
始
前
の
令
和
八
年
三

月
二
十
七
日
の
理
事
会
で
承

認
を
受
け
た
「
令
和
八
年
度

事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
」

に
つ
い
て
、
事
務
局
か
ら
概

要
の
報
告
が
あ
っ
た
。

会
員
か
ら
、
財
政
状
況
等

に
つ
い
て
の
活
発
な
意
見
が

出
さ
れ
た
。
意
見
の
概
要
と

今
後
の
対
応
に
つ
い
て
、
明

る
い
ニ
ュ
ー
ス
等
で
会
員
に

周
知
し
て
い
く
予
定
で
あ

る
。

円
改
善
し
、
▲
九
百
十
七
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

第
二
号
議
案
　

定
款
一
部
改
正
の
件

近
年
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
お
い
て
は
、
活
動
継
続

の
た
め
に
参
加
者
に
必
要
な

実
費
等
を
補
填
す
る
形
態

（
交
通
費
等
の
実
費
弁
償
又

は
こ
れ
に
準
ず
る
謝
金
等
の

支
払
い
）
が
一
般
的
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
観

点
か
ら
、
第
三
条
「
無
償
の

奉
仕
活
動
」
の
箇
所
に
つ
い

て
、「
無
償
」
を
削
除
し
、
昨

今
の
形
態
を
包
摂
す
る
表
現

に
見
直
す
も
の
で
す
。

ま
た
、
議
事
録
の
作
成
及

び
管
理
に
つ
い
て
、
実
務
の

効
率
化
及
び
電
子
化
へ
の
対

応
を
図
る
た
め
、
第
三
十
三

条
に
お
け
る
議
事
録
へ
の
押

印
義
務
を
緩
和
し
、「
署
名
又

《
理
事
二
十
七
名
》

相　

澤　

克　

也

石　

毛　

利　

雄

太　

田　

征　

二

勝　

野　

堅　

介

栗　

原　
　
　

忍

黒　

澤　
　
　

猛

黒　

瀧　

信　

行

倉　

益　
　
　

章

元　

角　

昌　

三

小　

島　
　
　

力

島　

村　

弘　

子

高　

岸　
　
　

哲

高　

田　
　
　

修

髙　

橋　

睦　

夫

千　

葉　
　
　

修

鳥　

巣　

正　

行

永　

津　

勝　

彦

西　

村　
　
　

弘

平　

井　

憲
太
郎

松　

井　
　
　

猛

松　

本　

カ
ネ
子

三　

浦　
　
　

忍

宮　

村　

文　

隆

安　

田　

権　

寧

山　

﨑　

久　

夫

山　

下　

純
雲
子

や
ま
だ　

加
奈
子

《
監
事
三
名
》

浦　

野　

秀　

樹

志　

村　

宗　

男

轟　
　
　

豊　

藏

令
和
八
年
五
月
一
日
付
け

で
、
会
長
が
理
事
及
び
監
事

に
対
し
て
、
①
令
和
七
年
度

事
業
報
告
書
及
び
決
算
報

告
書
の
承
認
の
件
、
②
次
期

役
員
候
補
者
選
任
の
件
に

つ
い
て
提
案
を
行
い
、
当
該

提
案
に
つ
い
て
理
事
全
員

か
ら
書
面
に
よ
る
同
意
の

意
思
表
示
を
得
、
か
つ
、
監

事
全
員
か
ら
異
議
を
申
し

立
て
な
い
旨
の
確
認
の
意

思
表
示
を
書
面
に
よ
り
得

た
。
こ
れ
に
よ
り
一
般
社

団
法
人
日
本
善
行
会
定
款

三
十
二
条
二
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
令
和
八
年
五
月

令
和
八
年
六
月
十
九
日

(

金)

、
グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル
市
ヶ

谷
会
議
室
で
開
催
し
た
。
総

会
で
選
任
さ
れ
た
新
理
事
に

よ
る
会
議
が
開
催
さ
れ
、
互

選
の
結
果
、
会
長( 

代
表
理

事)

に
勝
野
堅
介
氏
が
、
副

会
長
に
相
澤
克
也
、
高
田
修
、

山
下
純
雲
子
の
三
氏
が
、
常

務
理
事
に
石
毛
利
雄
、
黒
澤

猛
、
島
村
弘
子
、
松
本
カ
ネ

子
の
四
氏
が
選
出
さ
れ
た
。

役
員
名
簿
　

︵
五
十
音
順
︶

勘　定　科　目 本年度決算額 前年度決算額 増　　減

Ⅰ .経常収益

　　①受取会費 12,845,548 12,343,250 502,298

　　　普通会員会費収入 10,889,048 10,257,500 631,548

　　　特別会員会費収入 1,720,000 1,820,000 △ 100,000

　　　賛助会員会費収入 236,500 265,750 △ 29,250

　　②寄付金品等収入 4,080,000 2,106,825 1,973,175

　　③雑　 収　 入 258,063 343,947 △ 85,884

　　経常収益計 17,183,611 14,794,022 2,389,589

Ⅱ .経常費用

　　①事業費支出 19,066,462 21,665,513 △ 2,599,051

　　②管理費支出　 7,292,428 7,355,899 △ 63,471

　　　経常費用計 26,358,890 29,021,412 △ 2,662,522

　当期経常増減額 △ 9,175,279 △ 14,227,390 5,052,111

　　一般正味財産期首残高 104,548,804 118,776,194 △ 14,227,390

正味財産期末残高 95,373,525 104,548,804 △ 9,175,279

正味財産増減計算書

令和７年４月１日から令和 8年３月３１日まで　　（単位 : 円）

二
十
五
日
付
で
当
該
決
議

事
項
を
可
決
す
る
旨
の
理

事
会
の
決
議
が
あ
っ
た
も

の
と
み
な
さ
れ
た
。

は
記
名
押
印
」
と
す
る
も
の

で
す
。

第
三
号
議
案
　

次
期
役
員
選
任
の
件

役
員
の
任
期
終
了
に
伴
う

役
員
改
選
が
あ
り
、
原
案
ど

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
（
別

表
の
役
員
名
簿
参
照
）。

〇
報
告
事
項

令
和
八
年
度
事
業
計
画
及
び

収
支
予
算
に
つ
い
て

事
業
計
画
で
は
、
春
秋
の

善
行
表
彰
、
善
行
実
践
活
動

の
推
進
、
長
寿
善
行
者
の
秋

篠
宮
皇
嗣
殿
下
ご
接
見
等
の

各
事
業
を
実
施
予
定
で
す
。

収
支
予
算
面
で
は
、
引
き

続
き
経
費
の
削
減
に
努
め
る

も
の
の
、
諸
物
価
の
高
騰
に

鑑
み
、
▲
千
七
十
五
万
円
と

見
込
ん
で
お
り
ま
す
。

第
一
回
理
事
会

（
み
な
し
決
議
）

に
つ
い
て

第
二
回
理
事
会

に
つ
い
て

申込先：東京都北区赤羽西 4-49-3　安田権寧　
　　　　電話 03-3906-0117 
　　　　メールアドレス kennei2001@gmail.com

価格 1,760 円（税・送料込）

価格 1,650 円（税・送料込）

価格 2,640 円（税込・送料込）

令和8年(2026年)7月1日	 明 る い ニ ュ ー ス 	 第796号（4）
昭和28年12月14日
第3種郵便物認可（　　　　　　　）


